
Ⅰ 調査の概要 

 

１ 調査の目的 

  学校給食の現状と課題を把握し、その改善充実に資することを目的とする。 

 

２ 調査の根拠法令 

  統計法 

 

３ 調査の対象 

  国公私立の小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校（前期課程）、特別支援

学校、夜間定時制高等学校 

 

４ 抽出方式 

  全数調査 

 

５ 調査事項 

  米飯給食実施状況 

 

６ 調査の実施時期 

  平成３０年５月１日現在 

 

７ 調査の方法 

（１）調査系統 

 
文部科学大臣 

 

  附属学校を置く 
 各国立大学法人学長 

 国立の小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校（前期

課程）、特別支援学校、夜間定時制高等学校   

 

  各都道府県 
 教育委員会教育長 

 公立の小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校（前期

課程）、特別支援学校、夜間定時制高等学校   

 

  各都道府県 
 知事 

 私立の小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校（前期

課程）、特別支援学校、夜間定時制高等学校  

 

（２）調査票の配布収集方法 

   オンライン 

 

 



Ⅱ 調査結果の概要 

 

 完全給食を実施している国公私立学校において米飯給食を実施している学校数は全国

で 29,553 校、実施率は 100％である。また、米飯給食の週当たりの平均実施回数は 3.5

回で平成２８年より増加している。 

区分 平成３０年 平成２８年 

完全給食実施学校数 ２９，５５３校 ２９，２０５校 

米飯給食実施学校数 ２９，５５３校 ２９，２００校 

米飯給食実施率 １００％ 約１００％ 

実施回数（週当たり） ３．５回 ３．４回 

※平成２８年度調査においては、熊本地震の影響を考慮し、熊本県を本調査対象より除

いている。 

 

 

 


